
平成 27年 12 月 15 日 

関係者各位 

第６回 千葉県周産期救急医療研究会 

 

霜寒のみぎり、諸先生方におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 

さて、下記のとおり千葉県周産期救急医療研究会を開催致します。医師だけでなく、助産師、検査、

コメディカル、事務など関連の皆様にも是非ともご参加くださいますようお願い申し上げます。産婦人

科専門医研修会参加証明に e 医学会カードを利用しようと思っています。ぜひ持参してください。 

 

本研究会では、妊産婦の急変への対応のために、（１）効果的な治療方法を習得すること、（２）高次

医療機関の効率的な活用（すみやかな搬送による連携）体制を構築することを目指しています。 

 

今回は、千葉大学医学部附属病院周産期母性科で治療させていただいた事例の振り返りと、新しい連

携体制の整備についての提案を予定しています。妊産婦の緊急時搬送をスムーズに行うためにも、少な

くともお一人(責任者)は本会に参加していただくようお願いします。 

 

ご参加予定の方のお名前を、FAX にて事務局までお知らせください。 

また、同封いたしました、Project Zero データシートを記入して一緒に FAX していただけると幸い

です。よろしくお願いたします。 

 

記 
 

 日時： 平成 28年 2月 28 日 （日） 午後 3時 から 午後 5時 30 分  

 

 場所： 千葉大学医学部附属病院  クリニカル・スキルズ・センター 
 

 

 内容： 1.筋腫合併、既往核出後妊娠の帝王切開後大量出血症例 

     千葉市立青葉病院 産婦人科 奥谷 理恵 

     千葉大学医学部附属病院 周産期母性科 岡山 潤 

 

    2.帝王位切開後大量出血に至った症例 

     千葉メディカルセンター 産婦人科 野田 あすか 

千葉大学医学部附属病院 周産期母性科  田中 宏一 

      

    3.帝王切開後子宮摘出術ののち大量出血に至った症例 

     千葉市立海浜病院 産婦人科 楯 健司 

千葉大学医学部附属病院 周産期母性科 田中 宏一 

     

以上 



クリニカル・スキルズ・センター  
〒260-8677 千葉市中央区亥鼻 1-8-1 千葉大学医学部附属病院 教育研修棟 

http://www.chibauniv-ccsc.jp/ 

 

 



参加の可否について本返信用紙に必要事項を記載の上、事務局 043-226-2342 まで FAXを

お願いいたします。（ご返信期限：1 月 29 日(金)） 

参加できない場合も不参加と記していただき、返信していただけますと幸いです。 

よろしくお願いいたします。 

また、今回の研究会は産科婦人科学会の研修シール(10 単位)も発行いたします。 

 

FAX 返信用紙 
 

受信者 千葉大学医学部産婦人科 医局長 

送信者 ご所属                

ご芳名                

以下を○で囲んでください。 

千葉県周産期救急医療研究会（H28 年 2 月 28 日）に 

参加          不参加 

出席予定者 

  

  

  

  
 
 
 

次回開催の参考にしますので、ご都合のつきやすい曜日・時間をお知らせいただけると幸いです。 

 

      曜日      ：    ～     ：     

      曜日      ：    ～     ：     

 

 



Project Zero 

3.5 次連携のためのデータ シート 

 

搬送元（貴施設名）                            

（受け入れ先） 千葉大学附属病院周産期母性科 

 

（目的）緊急搬送に要する時間を見積もる。これにより、輸血オーダーせずに緊急搬送を行うか

どうかなどの対応を、速やかに決断できる。さらに、千葉大では到着時間を予測して、態勢を整

えることができる。 

（手順）分娩直後に出血が多くなった。Shock Index(心拍数/収縮期血圧)が 1.2（心拍 120 収縮

期血圧 100）を超えて、いまのところ止血できそうにない、という状況を想定して、救急搬送を

決断し、救急車にのせるところまでシミュレーションしてください。それぞれの項目にそって時

間を計って、下記に記入してください。一部の項目は、実測でなく見積もりの時間で記入して下

さい。（各施設毎に所要時間は異なります。） 

（記入欄） 

 

項目 時間 コメント(自由記載) 

輸血オーダーから輸血到着ま

で(実績から見積もり) 

通常（特別な事情がなければ）  

[     ]分 

遅いときは [     ]分 

早いときは [     ]分 

 

救急隊への電話から救急車到

着まで 

通常（特別な事情がなければ）  

[     ]分 

遅いときは [     ]分 

早いときは [     ]分 

 

搬送を決断してから、院外に送

り出すまでの時間（救急隊の到

着とは別に搬送準備に要する

時間） 

[     ]分  

千葉大への緊急コール番号が

すぐにわかるようにしてある 

□ はい 

□ いいえ 

 

3.5 次コールの意味をスタッ

フが把握している 

□ はい 

□ どちらとも言えない 

□ いいえ 

 

（その他ご意見） 

 


